
化粧品成分ガイド第 7版（2020 年 4 月発行第一版第一刷）　正誤表
以下の部分に誤りがございました。お詫びして訂正いたします。

箇所 誤 正
167 頁 、下から 4 行目 アレルギー精 アレルギー性
252 頁、Q7、表 D 肌と DO 肌のお手入

れ方法が逆
下記の表に差替をお願
いいたします。

263 頁、 Q24、 5 行目 有利脂肪酸 遊離脂肪酸
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Q7 4 分類した肌タイプの主なお手入れ方法を教えてください。

 次のとおりです。

普通肌（Ｎ肌） 比較的肌の状態は良いので、その状態を保つこと
をポイントとする（紫外線、乾燥対策）。

�脂性肌（O肌） 水分補給（保湿）主体のお手入れ。洗顔の仕方に
工夫が必要。

�乾燥型脂性肌
（DO肌）

水分補給（保湿）主体のお手入れ。Ｔゾーン、U ゾー
ンの違いにも注目。洗顔の仕方に工夫が必要。

乾性肌／乾燥肌
（D肌）

水分補給、油分補給どちらも必要。肌荒れ、シワ
の程度に合わせた化粧水、乳液、保湿クリームあ
るいは美容液を効果的に活用。

Q8 花粉症の人は化粧品トラブルを起こしやすいって本当で
すか？

花粉症すべての人がそうとは言えませんが、ある意味では本当です。
花粉症の人は、少し難しいですが、体質的にIgE抗体（アレルゲンを無

毒化する）をたくさん作りやすい人がいて、普通の人にとってはたいした
害にもならない相手（例えば花粉）に大げさな反応（アレルギー反応）を
起こし、結果として病気（例えば鼻アレルギー、花粉症、気管支喘息、
蕁麻疹など）になるということがあります。

つまり、花粉症の人は、普通の人よりもアレルギー反応を引き起こす可
能性が高い人とも言え※、普通の人では接触してもなんでもないのに、IgE
の多い人はその接触成分を自分に害を与える成分として認識し、大げさな
反応（化粧品トラブル・皮膚アレルギー）を引き起こしてしまうのです。

特に目の周り（粘膜）は花粉そのものでもアレルギー反応を引き起こし
てしまいます。当然のことながら、化粧品成分でもたとえ果実のエキスで
あれ植物エキスであれ、人にとっては異物ですから、化粧品トラブル（皮
膚アレルギー）を引き起こす可能性が普通の人より高いと言えるのです。
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